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本号の特集は「難病患者と家族の尊厳を保持した共生社会の探求」である．保健医療科学の旧号を振り返ると，難病
をテーマとした特集が10年前に組まれていた．それは「今後の難病対策のあり方について」（第60巻 第2号．2011年）と題し，
難病問題の経緯，現存する問題点の解説，課題に向けた提言が示されており，力強い推進力が感じられる．
国立保健医療科学院の使命は，保健医療，生活衛生，及びこれらに関連する社会福祉に関係する職員などの養成訓練

を実施するとともに，これらに関する調査及び研究を行うことである．「難病患者支援従事者研修（保健師等）」及び「難
病患者支援従事者研修（難病相談・支援センター職員研修）」については，昨年度と同様にオンラインで10月に実施した
ところである．
今回，研修担当者が中心となって，それぞれの視点・立場で難病患者と家族の支援にかかわる最新の知識・情報を論

じている．難病対策の検討に本特集をご活用いただき，この分野の研究がさらに進展することを期待する． 
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